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去 1年以内に IO N と診断された者）とした。なお、外傷あるいは減圧症による大腿骨頭壊死症患者、 
アルコール精神病による入院歴を有する者は除外した。対照として、症例の初診日（または確定診断 
日）以降、同一機関整形外科を初診した他疾患患者のうち、性、年 齢 （5 歳階級)、人 種 （日本人の 
み）が対応する最初の5例までを選定した。なお、症例の除外基準に加え、変形性股関節症患者を除 
外した。一般特性、投薬歴、既往歴、飲酒 • 喫煙習慣等の疫学情報は、自記式質問票を対象者に直接 
郵送することにより収集した。さらに IO N症例について、診断日、病型等の臨床情報を協力医師よ 
り収集した。Conditional logistic regression modelにより、オッズ比（O R)および95%信頼区間（95%CI) 
を算出した。
【結果】最終解析対象者数は症例73人、対照250人であった。多変量解析の結果、経口ステロイド 
剤使用歴を有する者のO Rは 20.3 (95%CI: 6.73-61.5,P<0.001)と有意に上昇した。また、肝障害の既 
往を有する者のO Rは 3.53 (95%CI: 0.88-14.1,iM ).075)であり、境界域の有意差を伴って上昇した。
【結論】本研究により、経口ステロイド剤非投与に対する投与のリスクが初めて推定された。また、 
肝障害の既往がIO Nの独立したリスク因子であることが示唆された。






子を検討するため、多施設共同症例• 対照研究を実施した .(症 例 ：ION新患 73人、対照：IO Nを有 
しない患者250人)。一般特性、投薬歴、既往歴、飲酒 • 喫煙習慣等の疫学情報は、自記式質問票を 
対象者に直接郵送することにより収集した。さらに IO N 症例について、診断日、病型等の臨床情報 
を協力医師より収集した。Conditional logistic regression modelにより多要因の影響を調整し、各因子 
のオッズ比（O R )および95%信頼区間（95% CI)を算出した。
( 1 ) “経口ステロイド剤使用歴” の O Rは 20.3 (95%CI: 6.73-61.5, ^ <0.001)と有意に上昇した。(2)
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